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Ⅰ ChemForm の概要                  
アドインとは、ソフトウェアへ機能を追加するプログラムのことで、ソフトウェアの標準機能では実

現できない機能などを追加する目的を持つものです。この ChemForm は、PowerPoint 上で動作するアド

インソフトウェアで、PowerPoint に化学式を容易に作成する機能を追加します。なお、ChemForm の命

名は、化学式＝(英)chemical formula に由来しています。 

 

 １ 操作概要                           

 アドインソフトの ChemForm で何ができるのかを操作手順を示して簡単に説明します。 

 

  (1) リボンのタブ                           

 

ChemForm が PowerPoint に組み込まれると、リボンに次の「Chem」タブが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Chem タブが表示される 
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  (2) 「Chem」タブのコマンド                     

 

  リボンにある「Chem」タブをクリックすると、ChemForm のコマンドが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CheｍForm のコマンド 
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(3) 化学式作成フォーム 

 

    コマンドボタン「Chemform」をクリックすると「化学式作成フォーム」が表示されます。 

   この「化学式作成フォーム」から他のいろいろな機能を呼び出して、さまざまな化学式を作成す

ることができます。「化学式作成フォーム」は、ChemForm のメインフォームです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学式作成フォーム 
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(4) 化学式(図形)作成 

 

    「化学式作成フォーム上」にある「ボタン」をクリックするとボタンに関連付けられた図形が

作成されます。 

 

 

 

以上、とても簡単な手順で複雑な化学式を容易に作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンをクリック 

図形が表示される 
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ォーム

7 



 

8 

 ３ 作成される図形の特徴・編集                 

作成された図形は、PowerPoint のオリジナル図形と同様に、「図の書式設定」で「塗りつぶし」 

「線の色」「線のスタイル」などが設定でき、さまざまな表現が可能です。また、拡大・縮小や頂点

の編集等も自在にできます。 

 

 (1) 既定の大きさの図形を作成する 

 

  ① 「化学式作成フォーム」より、下図の２つのボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② スライドの中央に、下図のように既定の大きさで図形が作成されます。図形は常に中央に配置

されますので、続けて図形を作成する場合は、作成した図形を他の場所に移動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

既定の大きさ 
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 (2) 図形を選択する 

 

  ① 図形をクリックすると、図形の周囲に「サイズ変更ハンドル」、「回転ハンドル」が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 複数の図形を選択する 

 ① 図形をクリックします 

 ② 「SHIFT ｷｰ」を押しながら、別の図形をクリックします。 

  ③ ②を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 任意の大きさの図形を作成する 

  ① 図形を選択します 

  ② 上下の□の「サイズ変更ハンドル」をドラッグすると縦方向の大きさを変更できます。また、 

左右の□の「サイズ変更ハンドル」をドラッグすると、横方向の大きさを変更できます。 

  ③ 四隅の○の「サイズ変更ハンドル」」をドラッグすると、縦横両方の大きさを変更できます。 

  ④ 「SHIFT キー」を押しながら四隅の○の「サイズ変更ハンドル」をドラッグすると、縦横同じ

比率で大きさを変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイズ変更ハンドル 

回転ハンドル 

① ② ③

①
②

④
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 (4) 図形を回転する 

 

  ① 図形を選択します 

  ② 「回転ハンドル」をポイントし、目的の角度になるようにドラッグします。 

   ※「SHIFT ｷｰ」を押しながらドラッグすると、15 度ずつ回転できます。 

   

 

 

 

 

 

 (5) 図形を反転させる 

 

  ① 図形を選択します 

  ② 「書式」「回転」「上下反転または左右反転」クリックします。 

 

 

 

 

  

(6) 図形の「塗りつぶし」、「線の色」、「線のスタイル」を設定する 

   図形上で右クリックして表示されるメニューから、「図形の書式設定」を選択すると、そのダイ

アログボックスが表示されます。そこで、「塗りつぶし」「線の色」、「線のスタイル」などの設定が

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下反転 

① 図形上で右クリック 

② 図の書式設定をクリック 

③ 選択して設定 

回転
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Ⅱ 使用するための準備              

 １ zip ファイルの内容                       

  「ChemFormV2_F.zip」を解凍すると、次の 3つのファイルが作成されます。 

   ・ChemFormV2_Free.ppam（ChemForm 本体） 

      ・ChemFormBook_Free.pdf（本書） 

   ・Readme.doc（txt 版有） 

    

 ２ アドインのインストール                   

  PowerPoint2010 と PowerPoint2013 では、設定手順はほとんど同じです。ここでは PowerPoint2010

の画面で説明します。 

 (1) CD-ROM 内の３つのファイルを適当なフォルダ（任意）にコピーする 

    ここでは、次のフォルダの中にファイルがあるものとします。 

     この解説でのフォルダー：C:\PowerPointAddin  

 

 (2) PowerPoint の設定手順（PowerPoint 2010，2013 対応） 

 

   ① メニューの「ファイル」をクリックします 

 

 

 

 

 

② 表示されるバックステージビューから、「オプション」をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①クリック 
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   ③「Powerpoint オプション」ダイアログボックスから、「アドイン」をクリックします 

 

 

 

 

 

 

   ④ 下方の「管理(A)」から「PowerPoint アドイン」を選択します 

 

 

 

 

 

 



 

⑤「

 

 

   ⑥ 

 

「設定ボタン

「アドイン

」をクリッ

」ダイアロ

クします 

グボックスのの「新規追加

 

 

 

 

 

加」ボタンををクリックし

 

 

します 
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⑦「新しい PowerPoint アドインの追加」ダイアログボックスから、追加するアドインがある 

フォルダを選択 (ここでは、C:\PowerPointAddin フォルダ)します 

⑧ 右枠に表示されたアドイン「ChemForm.ppam」を選択します 

⑨「開く」ボタンをクリックします 

 

 

 

※ ⑦の補足（PowerPoint2007） 

図 1 のような画面が表示されたら、「フォルダ」をクリックします。フォルダの一覧から 

   ChemForm.ppam があるフォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

フォルダの一覧から 

目的のフォルダを選択

図１
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⑩「アドイン」ダイアログボックスに表示されたアドインにチェックが入っていることを確認しま  

  す 

⑪ 「閉じる」ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ PowerPoint の画面にタブ「Chem」が表示されていることを確認します 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで設定作業は終わりです。 

 

 

 (3) PowerPoint 2007 の設定手順                      

 

① 「Office ボタン」をクリックします 

 

 

 

ChemForm のタブ 

①クリック 
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  ② 「PowerPoint のオプション」をクリックします 

 

 

 

 

 

  ③ 「アドイン」をクリックします 

 

 

 

 

 

②クリック 

③クリック 
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 ④ 「管理」の欄に「PowerPOint アドイン」を選択し、「設定」をクリックします 

      

 

 

 

 

 

    以下の操作は、PowerPoint 2010 と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④クリック 
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 ３ アドインファイルを格納するフォルダについて               

 

  (1) アドインファイルの標準の保存場所 

 

   前項の「アドインのインストール」の設定手順⑥で、アドインの「新規追加」ボタンをクリック

して表示されるダイアログボックスには、下記のパスにある「AddIns フォルダ」が自動的に表示さ

れる仕組みになっています。 

 

   ■ AddIns フォルダのパス 

 

 C:\Users\○○○\AppData\Roaming\Microsoft\AddIns     

 

   ※ ○○○には「ユーザー名」が入ります。 

※ Office のバージョンや OS によって、該当フォルダの場所は異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「AddIns」フォルダ内にアドインファイルを保存しておけば、「新規追加」で容易にアドイン

ファイルを選択することができます。しかし、この「AddIns」フォルダは通常探してもみつかりませ

ん。何故かというと AppData フォルダが「隠しフォルダ」なので通常非表示になっており、当然その

下位に位置する「AddIns」フォルダも見ることはできないからです。したがって、この「AddIns」フ

ォルダへファイルを保存したり、このフォルダからファイルを削除したりといった操作は簡単にはで

きません。このような理由から、本書では「C:\PwerPointAddin」フォルダ内に「ChemForm.ppam」を

保存することにしました。基本的には「ChemForm.ppam」をどこに保存してもかまいません。アクセ

スしやすい場所に保存してください。 

 

クリック 

「AddIns フォルダ」の内容 
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  (2) 隠しファイル・フォルダを表示させる手順 

 

エクスプローラーの①「ツール」→②「フォルダオプション」→③「表示」→④「隠しファイ

ル、隠しフォルダ、および隠しドライブを表示する」を選択すると表示されます。  

 

    ■ エクスプローラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④表示するにチェックを入れる 

③クリック 

①クリック ②クリック 



 

Ⅲ 機
 リボンの

（図 1）が表

（図２）が
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 １ 基本炭化水素                          

   ここにある 16 個のボタンは、16 種類の基本的な環状炭化水素の構造式を作成するボタンです。 

  ボタンをクリックすると、スライドの中央に各構造式が作成されます。 

 

 

 

  ■ 作成される構造式の一覧 

 

  特徴  

   ・PowerPoint のオリジナル図形と同様に、「図

形の書式設定」の画面で線の「幅」、「色」「種

類」および図形の「塗りつぶし」などの変

更ができます。初期設定は、実線で黒色、

幅は 2pt、塗りつぶしはスライドの背景色

（例外あり）に設定されています。 

 

   ・拡大・縮小ができます。拡大の際、線の幅

は 2pt のままです。したがって大きさによ

っては線が細く感じる場合があります。そ

のような場合は、線幅を大きくします。 

 

 

 

               

    拡大時 線幅 2pt          線幅 6pt 

線幅変更 
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 ２ 置換基・置換基（逆）                      

   緑枠のボタン 12 個、桃色枠のボタン 12 個の全部で 24 個のボタンがあります。作成できる基の

種類は 12 種で、桃色のボタンで作成できる基は、緑枠ボタンで作成される基の元素記号の並びを

逆向きにしたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 作成される化学式の一覧 

 

 
 

  特徴 

   ・有機化合物で必要と思われる主な基 12 種を作成できます。 

   ・桃色枠のボタンは、その上の緑枠ボタンの基の原子配列を逆にしたものです。これは次のよう

な化合物を作成する場合に便利です。 

 

 

 

 

 

 

   ・図形はベジェ曲線でつくられており、原型を保持したまま拡大・縮小が可能です。すなわち、

線が細くなったりしません。          

 

 

 

                      

※線が細くなったりせずに拡大に応じて 

文字部分も太くなります 
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   図形の拡大・縮小について 

 

  右図のように①～③の順にクリックして 

      という化学式を作成し、それを 

  拡大する手順について説明します。 

 (1) C、S、2 を適切に配置します。 

 (2) SHIFT キーを押しながら、３つの図形   

   をクリックします。すると、次のような 

選択表示になります。 

 

 

 

 (3) ３つの図形が選択されている状態でマウスを図形上に持っていき、下図のようにマウスの矢印

の先に十字の矢印が表示されたら右クリックします。 

 

                 

                 

 

 (4) 右クリックして表示されるサブメニュー（下図）より、「グループ化」、さらに「グループ化」

と選択すると、3つの図形がグル―化されます。 

 

 

 (5) グループ化された図形は１つの図形として 

   扱われ、選択表示された４隅の○の部分に 

   マウスを持っていくと、下図のように矢印に 

   変化します。 

 

 

 

 

 

 (6) 矢印の方向へ SHIFT キーを押しながら 

   マウスをドラッグします。これで原型を 

   保持したまま拡大・縮小ができます。 

 

 

 

 

 

① ② 

③

十字の矢印が表示される 

選択状態 

クリック 

補足 
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 ３ 原子・分子                           

   これらの「ボタン」は、よく使用される元素記号や分子式を作成します。 

 

 

 

 

   

   ■ 作成される化学式の一覧 

 

 

  特徴 

   ・有機化合物を構成する主な元素 7種と頻出分子 4種を作成します。 

 

 

   

  図形移動の微調整を可能にする 

 

通常のドラッグでは、グリッドの間隔に合わせて移 

動という動作になります。既定では 0.2cm ごとに移動し

ます。これを解除するには、「ホーム」タブで「図形描

画」の「配置」をクリックして、表示されるメニューか

らさらに「配置」「グリッドの設定」と選択します。表

示された「グリッドとガイド」ダイアログボックス内の

「描画オブジェクトをグリッド線に合わせる」のチェッ

クをはずすことで図形移動の微調整ができるようにな

ります。 

■ 一時的に図形移動の微調整をするには 

図や図形を思い通りに移動するには、Alt キーや Shift キーを組み合わせてドラッグするとよ

いでしょう。 

■グリッドの間隔を無視して思い通りに移動するには 

「Alt キー」を押しながらドラッグします。 

■垂直または水平方向にドラッグするには 

「Shift キー」を押しながらドラッグします。 

■グリッドの間隔を無視して思い通りに水平または垂直方向にドラッグするには 

「Alt キー」と「Shift キー」を押しながらドラッグします。 

補足 



 

25 

 ４ 数字・記号                           

   化学反応式や分子式・組成式・イオン式などに必要な数字（大・小））、二重結合・三重結合 

電荷、括弧、矢印などを作成できます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 作成される数字・記号の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学反応式中の係数作成用の数字 

分子式・組成式中の下付き文字用の数字 

この括弧は、線の太さが 2pt に設定されており、拡大して

も太さは変わりません。

この括弧は、拡大とともに線の太さも増大します。 

元素記号背景用四角形 
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■ 元素記号背景用四角形の使い方 

 

    元素記号背景用四角形   は、構造式上に元素記号を入れるときなどに使用します。 

   たとえば、下図のように元素記号を図形に挿入しようとすると、重なって見えてしまい構造式の

一部のようには見えません。これを改善するために元素記号背景用四角形を用います。 

 

 

 

 

 

    

    ■ 使い方 

     ① ボタン   をクリックして、図形を作成します。このときスライド中央に作成されま

すが、スライドの背景色と同一色なので見えません。 

     ② 元素記号ボタンをクリックして、図形を作成します。元素記号は上記四角形の上に重な

って作成されます。 

 

 

   

   ③ グループ化するために、マウスドラッグしてできる枠で作成した図形を囲みます。する

と、作成した２つの図形が選択状態になりますので、図形上で右クリックし、「グルー

プ化」「グループ化」を選択してグループ化します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

    ④ グループ化した図形を構造式の適切な位置に重ねます。その後グループ化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四角形（実際には枠線は見えません） 

マウスをドラッグ 選択状態 

構造式の一部のように見えます 

重なって見える 
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 ５ 価標・電子・基                         

  ここにあるボタンは、ベンゼンおよびナフタレンの価標と電子、電子対、CH2基を作成します。 

 それぞれ詳しく説明します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 (1) ベンゼンの価標 

  使い方手順 

   ① ベンゼンの種類を選択して作成します。（作成された図形の位置はそのまま維持） 

 

 

                     または 

 

 

     

② 表示させたい価標ボタンをクリックすると、作成したベンゼンの相当する位置に価標が 

作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) (2) 

(3) 

(4) 

この価標をクリック 

価標が作成される 

この価標をクリック 

価標が作成される 

(5)
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   (2) ナフタレンの価標 

     使い方手順 ナフタレンの場合も、ベンゼンと同様です。 

 

    ① ナフタレンを作成します   

 

 

 

 

    ② 価標をクリックします 

 

                              結果  

 

 

 

 

 

 

   (3) 電子対・電子 

     ここでは、具体例を示して説明します。右図のような電子式を 

作成する場合の手順は、次のようになります。 

 

    ① 元素記号 Fを作成します。（元素記号の項を参照） 

 

    ② 電子対ボタンをクリックします。 

      

                               結果                   

 

 

 

   

    ③ 不対電子ボタンをクリックします。 

                                   結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

この価標をクリック 

この価標をクリック 

クリック 
クリック 

クリック 

クリック 

センターに作成さ
れるので、目的の位
置までドラッグ 
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    ※ ③の別法 

      不対電子 4つのボタンをすべてクリックします。次に削除したい電子を選択し、Delete キ

ーで削除します。 

                                 結果 

                

 

 

 

 

 

 

   (4) CH2基 

     これらのボタンは、直鎖状の飽和炭化水素の構造式を作成するのに便利です。クリックした

回数だけ同じ位置に作成されるのでそれぞれドラッグして適当な位置に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (5) C－C 結合の簡略表記 

      この図形は、C－C結合の簡略表記で使用します。具体例を示します。 

 

     使用例 

 

 

 

     図形の先端と先端がうまく結合できない場合は、「Alt ｷｰ」を押しながらドラッグします。 

※ 「補足 図形移動の微調整を可能にする」を参照（p24） 

 

 

 

１つの電子をクリックして選
択し、Delete ｷｰで削除する 

５回クリック 

４回クリック 

同じ位置に重なっ
て作成される 

重なっている基をドラッグして 
適当な位置に移動する 



 

 ６ 各

   これ

れたさ

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 

    

   ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■ 

 

 

   ■ 

・

・

・

 

 

 

 

 

 

各種フォー

れらのボタン

さまざまな化

 

表示される

作成例 

特徴 

「周期表フォ

ド中央に作

あらゆる化

拡大・縮小

ームボタン

をクリックす

学式および

フォーム（周

ォーム」上に

成されます

合物の分子

や変色が容

ン    

すると、その

図が作成され

周期表フォー

に配置されて

。 

式や組成式な

易ですので、

   

のボタンに応

れます。一つ

ーム）  

ている元素記

などをつくる

、プレゼンテ

    

応じたフォー

つひとつ解説

記号をクリッ

ることができ

テーションに

    

ームが表示さ

説します。 

クすると、

きます。 

にも便利です

    

され、あらか

その元素記号

す。 

   

かじめ作成さ

号がスライ
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  (2) 

 

   ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 

    ・

 

 

 

 

 

 

     

     

   

 

表示される

作成される

特徴 

「電子配置フ

図がスライ

     

フォーム 

図の一覧 

フォーム」上

ド中央に作成

      

（電子配置フ

上にある原子

成されます。

    

フォーム）

子番号１～20

。 

 

0 番までの原原子をクリッックするとその電子配置
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  (3) 

 

  ■ 表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 作

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■ 特

・23

・一

形

 

 

 

 

 

表示されるフ

作成される基

特徴 

3 個のボタン

一つの基で、

形で表現でき

ォーム（基

基の一覧 

ンがあります

価標の位置や

ます。 

フォーム）

すが、作成さ

や角度を変化

  

れる基の種

化させたもの

類は 9 種類で

のが作成でき

です。 

き、一つの化化合物の形ををいろいろな

32 

な



 

  (4) 

 

  ■ 表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 作

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

     

内

 

 

表示されるフ

作成される図

特徴 

結晶ボタン

内のボタンで

ォーム（結

図形の一覧 

ンをクリック

対応した体心

晶格子フォー

すると、「結

心立方格子、

ーム）  

結晶格子フォ

、面心立方格

ォーム」が表

格子などの結

表示されます

結晶格子を作

す。「結晶格子

作成します。

子フォーム」
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  (5) 

 

  ■ 表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 作

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフ

作成される図

特徴 

よく使用さ

ォーム（電子

図形の一覧 

れる原子・分

子式フォーム

分子の電子式

ム）   

式を作成しまます。 
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 (6) 

    こ

    

Ａ

   

■

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の「無機化

Ａ：「無機化合

■ 表示され

合物フォーム

合物」タブを

れるフォーム

ム」は、マル

を選択 

（無機化合物

ルチページに

物タブページ

になっていて

ジ））   

縦スク

ると表

硫酸塩

組成式

マル

※こ

クロ

 

無機

めに

作成

 

水素

硫化

物の

て、タブでペ

クロールバー

表示される部

塩、炭酸塩、

式 27 種が作成

ルチページタ

の部分が表

ールバーを

機化合物の化

に必要な数値

成するための

素化合物７種

化物 9種、ハ

の分子式・組

ページを切り

ーを下方にド

部分です。 

硝酸塩など

成できます 

ブ 

表示されない場

上方にドラ

化学反応式を作

値、記号、原子

ボタン群です

種、酸化物 26

ロゲン化物

組成式を作成

り替えます

ラッグす

の塩類の

場合は、縦ス

ッグします。

作成するた

子、原子団を

す。 

6 種 

22 種の化合

できます 

35 
ス

。

を

合



 

   ■ 作

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

    ・

作成される図

 反応式作

     

     

特徴 

主な無機化

図形の一覧 

成ツール  

      

      

合物の化学

     

  硫化物

     

式、化学反応

     

物・ハロゲン

 塩類  

応式を容易に

    水

ン化物 

    

に作成するこ

水素化合物・

ことができま

・酸化物 

ます。 
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   Ｂ：

 

■

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

イオン/酸

■ 表示され

・塩基タブを

れるフォーム

を選択 

（イオン/酸酸･塩基タブペページ）  

イオ

数値

です。

代表

タン

陽イ

作成

代表

する

塩基

このタ

 

ン反応式を作

、記号を作成

。 

表的なイオン

ン群です。 

イオン 23 種、

成できます 

表的な酸およ

るためのボタ

基 9種を作成

ブを選択（ク

作成するため

成するための

ン式を作成す

、陰イオン

よび塩基の組

タン群です。

成できます 

クリック）し

めに必要な

のボタン群

するためのボ

22 種を 

組成式を作成

酸 17 種、

します 
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ボ

成



 

   ■ 作

     

 

  

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

    ・

    ・

 

作成される図

     

     

     

     

特徴 

いろいろな

酸・塩基の

図形の一覧 

      

      

      

      

イオン反応

化学式、化学

イオン反応

     

    

    酸

式を容易に作

学反応式を容

応式作成ツー

イオン 

酸・塩基 

作成すること

容易に作成で

ール 

とができます

できます 

す。 
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  (7) 

 

 

■ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

    ・

 

 

   以下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表示される

特徴 

有機化合物

ための索引

フォームが

下、①～⑧ま

フォーム（有

を 8つに分類

的なフォーム

が表示され、

でのフォーム

有機化合物フ

類し、その代

ムです。これ

その中のボタ

ムについて順

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

フォーム）

代表的な化合

れらのボタン

タンをクリッ

順番に解説し

合物の構造式

ンをクリック

ックすること

します。 

式を作成する

クすると、さ

とで構造式を

るフォームを

さらにその分

を作成できま

を表示させる

分類に応じた

ます。 

39 

た



 

   ① 

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（炭炭化水素フォォーム） 
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   ■ 作

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

     

図形の一覧 

      

      

      

     

     

     

  アルカ

 アルケン

アルキン

カン 

ン                   
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  ②  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示される

     

フォーム（

      

アルコールと

    

とエーテルフフォーム）

42 



 

   ■ 作

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

図形の一覧 

      

ア

     

アルコール

エーテル
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   ③ 

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（アルデヒドととケトンフォォーム） 

44 



 

   ■ 作

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

図形の一覧 

      

      

   アル

    ケ

ルデヒド 

ケトン 
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  ④  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（カルボン酸ととエステルフフォーム）
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   ■ 作

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

     

図形の一覧 

      

      

      

  モノカ

   ジカ

     

カルボン酸

カルボン酸

エステル
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  ⑤  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（芳芳香族化合物物フォーム）） 

48 



 

   ■ 作

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

     

     

図形の一覧 

      

      

      

      

   炭化

   フェ

    カ

     

化水素 

ェノール 

カルボン酸

他 
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  ⑥  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（糖糖類フォームム） 
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   ■ 作

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

     

図形の一覧 

      

      

      

     

     

     

糖環構造

 単糖類

 二糖類
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  ⑦  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（アミノ酸フォォーム） 
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   ■ 作

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

図形の一覧 

      

塩基性アミ

    中

ノ酸    

中性アミノ酸

     

酸 

       酸性アアミノ酸 
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  ⑧  

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されるフォーム（高高分子化合物物フォーム）） 
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   ■ 作

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成される図

     

     

     

図形の一覧 

      

      

      

    付

     

     

付加重合 

 縮合重合

合成ゴム

合 

55 



 

Ⅳ 実
  ChemFo

 

 １ 組

   いく

が簡単

 

  ■ ト

 

    

 

 

 

 

 

  ■作成手

 

  ① ベ

     

 

 

 

 

 

  

  

② 価

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

践例 
orm アドイン

組合せた図

つかの図形

単にできるの

トルエンを作

手順 

ベンゼンを作

     

   ボタ

価標を作成し

     

ンソフトでど

図形はグル

形をグループ化

で便利です

作成する手順

成します  

      

ンをクリッ

ます   

 このボタ

どんなことが

ループ化

化しておくと

。 

とグループ化

 

     

ク 

ンをクリック

ができるのか

しておく

と、一つの図

化の方法 

     

ク    

、具体的な実

   

図形として扱

 

実践例を示し

    

扱われ選択や

して解説しま

    

や移動および

ます。 

   

び拡大･縮小
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57 

  ③ CH3を作成します 

 

         ボタンをクリック 

      

       

         

 

 

                           

                                         

 

               

 

  

 

 

 

  ④ 3 つの図形をグループ化します 

    Shift キーを押しながら上記３つの図形（ベンゼン、価標、CH3）をクリックするか右図のよう

に左上から右下にマウスをドラッグしてできる枠で図形を囲むことで 3 つの図形を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    次に「書式」から「グループ化」「グループ化」でグループ化できます。選択した図形上で右

クリックしてサブメニューから「グループ化」「グループ化」でも可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグ

CH3 は中央に作成されるので

適切な位置に移動します 

CH3 を選択してドラッグ

（移動）します 

移動 

３つの図形が選択された状態 



 

 ２ 図

 図形の全

の色を変化

 ■ 価電

 

 

 

 

 

 

 

  

  ■作成手

  ① 図

 

 

 

 

 

 

 

② 図

  「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の色を

全体あるいは

化させる方法

電子を赤に変

手順 

図形をクリッ

図形上で右く

「図形の書式

を変える 

一部の色を

を説明します

変更する 

クして選択状

っりくして表

設定ウイン

   

変化させるこ

す。 

状態にします

表示されるサ

ドウ」を表示

   

ことができま

 

す。  

サブメニュー

示します。

    

ます。ここで

ーから「図形

    

では、電子配

形の書式設定

    

配置の図形を

定」を選択し

   

を例に価電子

して、 
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子



 

③ SH

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ 図

    の

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ い

 

 

 

 

 

 

 

HIFT キーを押

図形の書式設

のプルダウン

し、同様に赤

いちばん外側

押しながら、

設定ウインド

ンメニューか

色に設定し

の３つの電子

、 外殻の電

ウより、「塗

ら「赤」を選

ます。 

子が赤色に変

電子３つをク

塗りつぶし」

選択します

変化しました

クリックして

「塗りつぶし

。さらに、「

た。 

て、選択した

し（単色）」を

「線の色」「線

た状態にしま

を選択し、下

線の色（単色

す。 

下方の「色」

色）」を選択
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択



 

60 

 ３ 図形を変形して他の化合物の構造式をつくる             

 

   ■ シクロヘキセンの構造式をつくる 

 

 

 

 

                  シクロヘキセン 

    ■作成手順 

 

   ① ベンゼンを作成します 

 

 

 

 

 

    ② ベンゼンをクリックします。続いて中の価標をクリックして選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 選択した図形（ここでは価標）上で右クリック後、サブメニューより「切り取り」を選択 

します。 

 

 

 

 

 

    ④ 同様にもう一つの価標を削除します。 

 

 

 

 

                   シクロヘキセン 

 

 

選択状態 



 

61 

 ４ 図形を組み合わせて他の化合物の構造式をつくる           

 

■ フルオレンの構造式をつくる  

 

 

 

 

 

                  フルオレン 

   ■作成手順 

 

  ① シクロペンタンとベンゼンをクリックして以下の 3つの図形を作成します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ② 2 つのベンゼンをそれぞれ回転する 

選択して生じる緑丸のハンドルにマウスを持っていくと回転を示す矢印がでるので、その状態

で回転方向にドラッグします。 

 

 

 

                               回転 

       回転                        

 

 

 

 

 

 

クリック 



 

62 

③ 移動して重ねる 

 

 

 

 

                   

 

 

   

 

 

 

  

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動して重ねる 

 フルオレン 



 

63 

 ５ 複素環式化合物をつくる                      

  ■ ピリジンの構造式をつくる 

  

 

 

 

                    ピリジン 

   ■作成手順 

  

  ① ベンゼンを作成します 

 

 

 

 

   ② 化学式作成フォームの原子・分子の項目より元素記号 Nをクリックします。そして下図のよ

う移動して配置します 

 

 

 

 

     これでよければこのまま完成としてもよいのですが、N の文字の部分が重なって表示される

ため見栄えがよくありません。これを改善するには「化学式作成フォーム」の「元素記号背景

用四角形」（P26 参照）を使用するか、または③、④を実行します。 

 

   ③ 文字 N と大きさがほぼ同じ四角形を PowerPoint 上で作成し、その四角形に次の設定をしま

す。 

 

 

 

 

 

 

   ④ 文字 Nと四角形をグループ化して、ベンゼン上に配置します。文字部分の見栄えが改善され

ます。 

 

 

 

                      

 

重なって見える 

文字とほぼ同じ大き 
さの四角形をつくる 

四角形に次の設定をする
・塗りつぶし(単色)：白 
・線の色：線なし 

実際には点線はない 

見栄えが改善 

ピリジン 
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 ６ Poworpoint オリジナル図形と組み合わせる              

  ■ より複雑な化合物の構造式をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【四環系抗うつ薬のミルタザピンの化学構造式】 

 

   ■作成手順 

 

① PowerPoint の「挿入」「図形」より下の図形を選択します。 

 

 

 

 

 

② 図形を右クリックして、「オートシェープの書式設定」「色と線」の塗りつぶし「白」、線の

色「黒」、太さ「2pt」に設定します 

 

 

 

 

 

 

③ 化学式フォームより、必要な図形を表示し、大きさの調整と回転をして下記のように図形を

重ね合わせます。 
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④ Powerpoint の図形の正方形を表示し、塗りつぶし「白」、線の色「線なし」に設定、コピーし

て３つつくり下記のように配置します。 

 

 

 

 

 

      

       白の正方形 

 

 

 

⑤ 化学式フォームの「元素記号」から「N」をクリックして３つ表示し、下記のように配置しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ メチル基をつけて完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミルタザピン 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
  

 

 



 

 ７ い

  ■ パ

 

 構造

 

 

 

 

 

     

 

   ■次の

 

 

 

     

   ■作成

  

   ① 

 

    

 

 

 

   ② 

下

 

 

 

 

 

 

   ③ 

 

 

 

 

 

いろいろな

パルミチン酸

造式Ⅰ 

     

の化学式作成

  化学式

成手順 

ボタン  

ボタン  

下図のように

①の図形 3

なフォーム

酸の構造式を

      

成フォームと

作成フォーム

      

 をクリッ

行います。 

個と②の図形

ムのボタ

つくるⅠ 

  パル

と基フォーム

ム     

  をク

クして図形を

形を組み合わ

パル

ンを利用

ミチン酸 

ムのボタンを

    基

リックしてス

を作成し、コ

わせます。

ルミチン酸

してつく

を利用します

基フォーム

スライド上に

コピー・貼り

る   

す。 

にそれぞれ一

り付けを繰り

    

一つずつ作成

り返して、移

Free版では

きません 

    

成します。

移動・配置を

は使用で
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を



 

  ■ パ

   

構造

 

 

 

     

     

 

■次

 

 

 

 

 

   ■作成

    

   ① 

 

 

 

 

 

 

   ② 

 

 

 

 

 

   ③ 

 

 

 

 

 

   ④ 

 

 

パルミチン酸

造式Ⅱ 

     

     

の化学式作成

化

成手順 

ボタン  

ボタン  

②の図形を

ボタン  

酸の構造式を

      

      

成フォームと

学式作成フ

     

 と下図の 

グループ化

と   を用

つくるⅡ 

    

  パル

と基フォーム

ォーム   

   を

 枠内の価

して、7回コ

用いて水素分

ミチン酸 

ムのボタンを

     

クリックして

価標を用いて

コピーして次

分子 H2をつ

を利用します

    基

てスライド上

て次の図形を

次のように移

くりグループ

す。 

基フォーム 

上にそれぞれ

をつくります

移動・配置し

プ化します。

れ一つずつ作

す。 

します。 

。 

Free版で

きません

作成します。

では使用で

ん 
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   ⑤    をコピー・貼り付けして 14 個つくります。そして次のように配置します。  

 

 

 

 

 

 

 

   ⑥ ①で作成した３つの図形を下図のように配置します。 

 

 

 

 

 

 

                 パルミチン酸 
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  ■ パルミチン酸の構造式をつくるⅢ 

    この例は「化学式作成フォーム」のみ使用します  

   

    構造式Ⅲ 

 

 

                  パルミチン酸  

 

■「化学式作成フォーム」の次のボタンを使用します 

 

 

化学式作成フォーム       

    ■作成手順 

 

    ① ボタン             をクリックしてスライド上にそれぞれ一つずつ作成

します。 

 

 

 

  

    ② 図形     を上下反転します。図形を選択し、「書式」「回転」「上下反転」を実行し

ます。 

                   

 

上下反転 

 

    ③ 図形     をコピー・貼り付けを繰り返して次の図形を作成します。 

 

 

 

  

 

   ④ ①で作成した   、  、  を下図のように配置します。 

 

 

 

 

 

                 パルミチン酸    
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 ８ 化学式の立体表現                         

  ■ 乳酸の構造式をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

           L－乳酸             D－乳酸 

 

    ■次の化学式作成フォームのボタンを使用します。 

 

 

                               ※  枠内の価標をつかいます 

 

              化学式作成フォーム 

 

   ■作成手順 

 

   ① 必要な図形のボタンをクリックして下図の図形を作成します。 

 

 

 

 

   ② ①の図形を移動・配置して D－乳酸を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

                   D－乳酸 

 

   ③ 次の L－乳酸を作成します。次の３つの図形に「書式」「回転」「左右反転」を実行し、向き

を左右反転させます。 

                   左右反転 
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   ④ それぞれの図形を移動・配置して L-乳酸を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

                     L－乳酸 

 

 

  ■ Newman 投影式をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■次の化学式作成フォームのボタンを使用します。 

 

 

          化学式作成フォーム    円/楕円(PowerPoint 標準の図形) 

   ■作成手順 

 

   ① ボタン   をクリックして図形を作成し適切な大きさに拡大します。 

 

 

 

 

 

 

   ② PowerPoint の「挿入」「図形」「円/楕円」を選択し、SHIFT キーを押しながらドラッグして

大きさを調節します。さらに「図形の書式設定」で、塗りつぶし：白、線の色：黒、線のス

タイル：幅 2pt に設定します。 

 

拡大 
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   ③ 図形   をコピー＆貼り付けし、その図形に「書式」「回転」「上下反転」を実行します。 

     上下反転した図形を移動・配置して下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ ボタン   と   をクリックして    と  を作成し下図のようにセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きさの調整をする 

図形の書式設定 
・塗りつぶし：白 
・線の色：黒 
・線のスタイル：幅 2pt 
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 ９ 演示用化学記号プレートをつくる                   

   学校などで使用されている演示用化学記号プレートをつくります。印刷して厚紙に貼り付け、マ

グネットなどと併用すれば十分実用になるものを作ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■「周期表フォーム」を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■作成手順 

 

   ① PowerPoint の「挿入」「図形」「円/楕円」を選択し、「SHIFT ｷｰ」を押しながらドラッグして

大きさを調節します。好みに応じて塗りつぶしの色（例は青色）を選択します。 
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   ②       ボタンをクリックして、周期表フォームを表示させ、作成したい元素記号のボ

タンをクリックします。さらに、「SHIFT ｷｰ」を押しながら元素記号をドラッグして適切な大

きさにして、円の中央に配置します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ ②で完成としてもかまいませんが、ここでは文字を白色に設定します。「図形の書式設定」 

     で「塗りつぶし：白」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ 同様に他の元素についてもつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １０ 

   「無

ること

 

  ■ 鉱

   ■「無

     

   ■作成

 

  ① 「

  ② 表

  ③ 「

タ

  ④ 「

  ⑤ 「

  ⑥ そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

     

 

 

 

 

化学式を

無機化合物フ

で組成式等

鉱物カオリナ

無機化合物フ

     

成手順 

「化学式作成

表示された「

「元素」ボタ

ンをクリッ

「無機化合物

「（OH）」ボタ

それぞれの図

     

     

をつくる 

ォーム」のボ

の化学式を作

イトの化学

フォーム」を

    カオ

成フォーム」

無機化合物

ンをクリッ

クして元素記

フォーム」

ンをクリッ

形を適切な位

     

      

1 選択

    

ボタンに登録

作成すること

構造式をつ

を使用します

オリナイトの

より「無機化

フォーム」の

クして表示さ

記号をそれぞ

の小数字「2

クします。

位置に配置

     

     

択して 

   

録されている

とができます

くる 

す 

の化学構造式

化合物」ボタ

の「無機化合

される「周期

ぞれ作成しま

2」、「5」、「4

します。  

 作成され

   

2 クリッ

Si

    

る化合物につ

す。ここでは

式：Si2Al2O

タンをクリッ

合物」タブを

期表フォーム

ます。 

4」をクリッ

 

れた図形 

クします 

4 クリック

Al O

S

    

ついては、そ

は登録外の化

O5(OH)4 

ックします。

を選択します

ム」より、「S

クして数字

クします 

 2 2

適

i2Al2O5

    

そのボタンを

化学式を作成

 

す。 

Si」、「Al」、

を必要数つ

3 クリック

2 5 4 

適切に配置 

(OH)4 

    

をクリックす

成してみます

「O」の各ボ

くります。

します 

（OH）
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す

す。 

ボ

 



 

 １１ 

  反応式

 

  ■ 酢

   ■「無

 

 

   ■作成

 

  ① 「

  ② 表

  ③ 「

 

 

 

    

  ④ 「

 

 

 

 

  ⑤ 「

  ⑥ 「

    作

 

 

 

  ⑦ 「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学反応

式を作る手順

酢酸と水酸化

無機化合物フ

CH3C

成手順 

「化学式作成

表示された「

「＋ → ＋

「CH3COOH」ボ

「無機化合物

元素」ボタン

作成された図

「H2O」ボタン

応式をつく

について、具

化ナトリウム

フォーム」を

OOH +

成フォーム」

無機化合物

」ボタンを

ボタンと「Na

」タブに切

ンをクリック

形を配置し

ンをクリック

くる   

具体例を示

の反応式をつ

を使用します

 NaOH

より「無機化

フォーム」の

クリックする

aOH」ボタン

り替え、「CH

クして、「周期

ます。 

クして配置し

   

して説明しま

つくる 

す 

 →

化合物」ボタ

の「イオン/

ると下記の図

ンをクリック

H3COO」ボタ

期表フォーム

します。 

    

ます。 

CH3COON

タンをクリッ

/酸・塩基」

図形が表示さ

して、適切な

ンをクリック

ム」を表示し

    

Na +

ックします。

タブを選択

されます。 

な位置に配置

クします。 

し、「Na」ボタ

    

H2O 

 

します。 

置します。 

タンをクリッ

    

ックします。
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 １２ 

  イオン

 

  ■ 過

   ■「無

 

 

 

   ■作成

 

  ① 「

  ② 表

  ③ 「

  

 

  ④ ボ

ま

 

 

 

  ⑤ 「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオン反

ン反応式をつ

過マンガン酸

無機化合物フ

成手順 

「化学式作成

表示された「

「＋ → ＋

ボタン「MnO4
-

また、「＋」記

「無機化合物

反応式をつ

くる手順に

酸カリウム KM

フォーム」を

成フォーム」

無機化合物

」ボタンを

-」、「H＋」、「

記号はコピー

」タブに切

つくる  

ついて、具体

MnO4の半反応

を使用します

より「無機化

フォーム」の

クリックする

「e-」、「Mn2＋

ーして追加し

り替え、ボタ

   

体例を示して

応式をつくる

す 

化合物」ボタ

の「イオン/

ると下記の図

」、「８」、「

します。 

タン「H2O」

    

て説明します

る 

タンをクリッ

/酸・塩基」

図形が表示さ

５」をクリ

と「４」をク

    

す。 

ックします。

タブを選択

されます。 

ックして適切

クリックして

    

 

します。 

切な位置に配

て反応式に加

    

配置します。

加えます。

77 

   



 

 １３ 

   結晶

 

  ■ 塩

   ■「結

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■作成

 

   ① 

   ② 

   ③ 

   ④ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

結晶格子

晶格子を積み

塩化ナトリウ

結晶フォーム

成手順 

「化学式作

作成された

結晶格子を

適当に位置

子を重ねて

重ねてより大

ムの結晶格

ム」を使用し

成フォーム

結晶格子を

コピーして

合わせをし

てみる  

大きな結晶格

子を４つ積み

します 

」より、「結

「SHIFT ｷｰ」

２つ作ります

て重ねます。

   

格子簡単に作

み重ねてみる

結晶」ボタン

を押しなが

す。 

。 

重ねる

    

作ることがで

る 

ンをクリック

がらドラッグ

 

    

できます。 

します。 

グして大きさ

    

さを調整しま

   

す。 
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⑤ 

 

   。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重ねた２つの結晶格子をコピーしてて、上から重重ねます。

重ねる 
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  ■ 体

   ■「結

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  ≪図形

  図

は

成さ

る際

ます

ます

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

体心立方格子

結晶フォーム

作成の手順

形の重なり順

図形を複数作

初の図形が

されます。（図

際には、その

す。順番を間

す。 

子を４つ積み

ム」を使用し

は、前項と

順について≫ 

成するとき

が一番下にな

図１）したが

順番を考慮

違えると図

重ねてみる

します 

同様です。

、その図形の

り、順に上に

がって図形を

して作成する

３のようにな

の重なり方

に重なって作

を組み合わせ

る必要があり

なってしまい

 

作  

せ 

り 

い 

図２ 

図３ 

図１ 
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 １４ 

 「結晶フ

 

  ■ 面

   ■「結

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■作成

   

   ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

結晶格子

ォーム」から

面心立方格子

結晶フォーム

成手順 

１の層を赤

定」をクリ

２の層を青

リックして

①と同様に

わずか

子を層ごと

ら作成される

子の結晶格子

ム」を使用し

色に変えます

ックして「塗

色に変えます

いきます。２

変色します

かに見えてる原

とに色を変

る結晶格子の

を層ごとに色

します 

す。１の原子

塗りつぶし」

す。２の原子

２の原子すべ

。ここでは青

塗
原子 

6 個の

変える

のそれぞれの

色分けしてみ

子をクリック

」から赤色を

子それぞれの

べてが選択状

青色にします

塗りつぶし：

の原子の選択

    

の原子は、「塗

みる 

クして選択し

を選択します

の見えてる部

状態になった

す。 

赤色

択状態 

    

塗りつぶし」

し、右クリッ

す。 

部分を「SHIF

たら、その原子

    

等の変更が

ックから「図

FT ｷｰ」を押

子上で右クリ

    

ができます。

図形の書式設

しながらク

リックして、
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設



 

 １５ 

  それぞ

 

  ■ 面

   ■「結

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■作成

 

   ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

結晶格子

ぞれの原子は

面心立方格子

結晶フォーム

成手順 

「１５ 結

をドラッグ

第一

回転 

子を分解し

単独で移動す

子の結晶格子

ム」を使用し

晶格子を層

グして図形を

一層 

してみる

することがで

を層ごとに分

します 

ごとに色を変

回転します。

   

できます。

分解してみる

変える」で作

。 

    

る 

作成した図形

    

形を使用しま

第二層 

第三層

    

ます。「回転ハ

層 

    

ハンドル」
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  ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一層（赤

第二層の原

③の選択さ

の原子）を移

子を「SHIFT

れている原子

移動します。

T ｷｰ」を押し

子を上方へ

。原子をクリ

しながらクリ

ドラッグしま

リックして選

リックして選

ます。 

ドラッグ

選択しドラッ

選択します。

ドラッグし

第二層６個の
されている状

グ 

ッグします。

 

して移動 

の原子が選択
状態 

 

択
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 １６ 

 

  ■ ｓ

   ■「原

 

 

 

 

     

   ■手順

 

   ① 

   ② 

 

   ③ 

 

 

 

 

 

 

  

   ④ 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

   ⑤ 

     

    ※

 

 

原子軌道

ｐ混成軌道

原子軌道フォ

     

順 

「原子軌道

さまで拡大

「グループ

ループ化」

白色の図形

色付きの図

（四隅の「

④で作成し

さらに、複

※図形を選択

道から混成

道をつくる 

ォーム」を使

      

フォーム」

します。 

化」されてる

「グループ解

形を選択し、

形を選択し

サイズ変更ハ

た図形を再度

製された図形

し、「書式」

成軌道をつ

使用します

    

より、ｐ軌道

るので、「グ

解除」を選択

「図形の書式

、「SHIFT ｷｰ

ハンドル」に

度「グループ

形に「左右反

タブより、

ｓｐ

「

「SHIFT ｷｰ

つくる

道のボタンを

ループ化」を

択） 

式設定」より

ｰ」を押しな

にマウスをポ

プ化」して、

反転」を実行

「回転」「左

混成軌道 

「塗りつぶし

ｰ」を押しな

    

をクリックし

を解除します

「塗りつぶ

がらドラッグ

ポイントして

、「グループ

行します。

左右反転」を

なし」を設

がらドラッ

縮小

    

して１つ図形

す。（図形上で

しなし」に設

グして図形を

てドラッグし

化」した図形

選択します 

定 

グ 

小

「左右反転」

    

形を作成し、

で右クリック

設定します。

を縮小します

します。） 

形をコピー

元の位置

」 

    

適当な大き

クして、「グ

。 

す。 

します。 

置にもどす
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グ



 

   ⑥ 

 

 

 

 

 

 

  ■ ｓ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■手順

 

   ① 

     

 

 

 

 

 

② 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

左右反転し

ｐ2 混成軌道

順 

前項「ｓｐ混

の処理を実

※ 図形を選

を設定しま

グループ化

には 240°

※図形を選

 表示され

240 と数値

「塗り

た図形を移動

道をつくる 

混成軌道をつ

行します。 

選択して右ク

す。 

した後、コ

（-120°でも

選択し、「書式

れる「配置とサ

値を入れます

移

つぶしなし

動して下図の

つくる」④で

クリックし、

ピーして複製

も可）を設定

式」タブの「

サイズ」ダイ

す。 

移動 

ｓｐ2

」設定済み

のように重ね

で作成した図

「図形の書式

製を２つつく

定します。

「回転」「その

イアログボッ

2 混成軌道

数値を

ねます。 

形を使います

式設定」「塗り

くります。「回

の他の回転オ

ックスの「回

透過性 50

を入力 

す。色付きの

りつぶし」「透

回転」の設定

オプション」

回転」入力ボ

％を設定

ｓｐ混成軌

の図形に「透

透過性」のと

定で一つには

を選択しま

ボックスに 1

軌道 

過性 50％」

ころで 50％

は 120°、他

ます。 

20 あるいは

85 

％

他

は



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できた図形形を下図のように移動して

120°回転

240°回転

複製 

て重ねます。

転 

転 

。 

透過性 5
いる軌道

ｓ

50％にしたた
道が透けて見

ｐ2 混成軌道

ために、重な
見える 

道 

なって

86 



 

 １７ 

 

  ■ 反

 

 

 

 

 

 

 

   ■「原

 

   ■ 手

 

   ① 

 

 

 

 

   ② 

 

 

 

 

 

 

   ③ 

     

 

 

 

 

   ④ 

 

 

 

 

化学反応

反応式「 H2 

原子軌道フォ

手順    

「原子軌道

「周期表フ

を白色に設

さを適切に

「塗りつぶ

 完成した

必要数分子

応式を分子

＋ O2 → 2H

ォーム」を使

フォーム」

ォーム」より

設定します。そ

調整（拡大

ぶし」を白色

ら分子ごと

を複製して反

子モデルで

H2O 」をモデ

使用します

より、2種の

り、水素原子

そして、図形

）します。

に設定した

に「グループ

反応式を完成

で表わす

デルで表す

の二原子分子

子 Hと酸素原

形に重ねて下

H 原子と O 原

プ化」をして

成させます。

す    

子と水分子を

原子 O を作成

下図のように

原子を必要数

ておきます。

。 

塗り

    

を作成します

成し、「書式設

にします。こ

数複製して、

 

つぶし：白色

    

す。 

設定」で「塗

このとき元素

、図形上に配

色 

    

塗りつぶし」

素記号の大き

配置します。
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 １８ 

  ■「原子

 

 ■ 酸素

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 手

    ①

②

 

 

  ■ 水

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 手

    ①

    ②

    ③

 

 

 

物質を分

子軌道フォー

素を分子モデ

     

手順    

① 二原子分

② 複製した

水を分子モデ

     

手順    

① 水の分子

② 10 個程の

③ あとはそ

分子モデル

ーム」を使用

デルで表わす 

      

分子モデルを作

ままではみ

デルで表わす 

      

モデルを作成

の分子モデル

れらをひたす

ルで表わす

用します 

   酸素

作成し、それ

な同じ向きな

    

成し、それを

ルを、個々に

すら複製しま

水

す   

素 

れを必要数複

なので、適当

を 10 個ほど

いろいろな

ます。 

   

複製します。

当に分子を回

ど複製します

角度で回転

   

 

回転します。

。 

します。 
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 １９ ＡＴＰの構造式をつくる                    

  ■「化学式フォーム」、「糖類フォーム」を使用します 

 

 

 ■ ＡＴＰ（アデノシン三リン酸）の構造式をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 手順    

     リン酸、糖、塩基の 3つの部分に分けて作成し、後で組み合わせる方法をとります。 

   ○ リン酸部分の作成 

    ① 「化学式作成フォーム」と「原子記号フォーム」から次の図形を必要数作成します。 

 

 

 

 

    ② 以下のリン酸部分を組み立てて、それを 2つ複製し配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学式作成フォーム 元素記号フォーム 

足りない図形を追加（赤の部分） 

ＡＴＰ
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   ○ 糖部分の作成 

    ① 「化学式作成フォーム」と「糖類フォーム」から次の図形を必要数作成します。 

 

 

 

 

 

    ② 糖類の２，５の位置の価標を長くします。 

・図形をクリックして選択状態にし、さらに価標をクリックして選択状態にします。 

     ・価標上で右クリックして表示されるメニューから「図形の書式設定」を選択します。 

     ・「サイズ」を選択して「高さ」を適当な長さに調節します。 

     ・長くなった価標の位置をドラッグして調節します。 

     ・もう一つの価標にも同じ調節を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ OH を付加します 

 

 

 

 

  

化学式作成フォーム 
糖類フォーム 

1 クリックして選択 

3 高さの調節

4ドラッグして位置を調節 

2 サイズを選択
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  ○塩基部分の作成 

   ① 「化学式作成フォーム」「基本炭化水素」の   ボタンをくりっくして図形を作成します。 

   ② 図形を選択し、「書式」「回転」「左右反転」を実行します。 

③ NH2用の価標を作成しグループ化した後、回転ハンドルで反時計まわりに少し回転します。 

 

 

 

 

 

 

   ③ 「元素記号背景用四角形」と元素記号 N をグループ化します。（詳細は p26 参照） 

    ・先に   ボタンをクリックして、その後   ボタンをクリックします。 

     （四角形はスライドの背景と同一色なので見えません）  

    ・ドラッグ枠で図形を囲み選択して、グループ化します。 

 

 

 

   ④ ③で作成したものを４つ複製して、塩基のそれぞれの位置に重ねます。 

     （このとき、グループ化した N の大きさは拡大・縮小の調節ができます） 

   ⑤ NH2を付加します。 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 後に、作成した３つの図形を適切な位置に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                  ＡＴＰ 

 

 

左右反転 回転 

このように N と後ろの四角形が共に選択されます 

価標



 

 Word 文

 作成した

  ・［貼り

（利

  ・[元の

  ・［図］

 

 ■ [元の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 CH3など

太さを指定

す。オスス

で太さを補

縮

大き

二重

大きさ

一定に

すい 

文書へ

た図形を Word

付け先のテ

利点）バラバ

の書式を保持

･･･図として

の書式を保持

「ベジェ曲線

定した「Line

スメは、拡大

補正するのが

縮小 

きさに対して

重線がハッキ

さと線の太さの

に保たれるので

の図形

d文書に取り

ーマを使用

バラの書式で作

]･･･図形の書

て貼り付けま

持]と[図]の

線の塗り」で

データ」は

・縮小する場

がよいと思い

既

て線が太く

リしない 

の比が

で見や

取り込

り込む場合、

］･･･貼り付

作成されたデ

書式がそのま

ます。（編集等

貼り付けによ

で描かれてい

拡大・縮小

場合は図で取

ます。（取り

既定の大

書式保

図

みにつ

以下の三つ

付け先の書式

データを一つ

まま保持され

等はできませ

よる違い 

 

いるデータは

しても太さが

取り込み、拡

り込んだ図形

大きさ

保持

大

な

で

大

一

鮮

いて   

つの方法があ

式に合わせて

つの書式に統

れます。 

せん） 

は、拡大・縮

が一定である

拡大の場合に

形を加工・編

大きさに対し

なってしまうが

で線を太くでき

大きさと線の

一定に保たれる

鮮明になる。

      

ります。 

図形の書式が

統一する場合

小に対して威

るため、少し

に不鮮明感が

編集するばあ

拡大

て線が細く

が、書式設定

きる。 

太さの比が

るが、やや不

      

が変更されま

合等に便利で

威力を発揮

し補正する必

がある場合は

いは書式保持

      

ます。 

です。 

しますが、

必要がありま

は、書式保持

持です。）
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持



 

93 

 実行時エラーについて                                   

 

 図形を作成すると「選択した図形はグループ化できません。」というエラーメッセージ（下図）が出

て ChemForm がストップしてしまうことがあります。そのときは、「終了(E)」ボタンをクリックして終

了してください。このエラーは、ChemForm を起動する以前に作成しようとするスライド上に、すでに同

じ図形が表示されている場合に発生します。（図形の名前が同じになると発生します。） 

このエラーを回避するためには、ChemForm を起動する以前に、スライド上に作成しようとする図形が

ない状態にしてください。通常白紙の状態のスライドに作成する場合は、エラーは発生しません。 

 

  ■ エラーメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ChemForm での仕様 

  複数の図形をグループ化する場合、それぞれの図形を認識するために名前を付けます。同じ図形を

複数個作る場合は、ChemForm では名前に連番をつけて区別しています。 そのため、ChemForm の起

動を繰り返すと前回作成した図形と同じ名前になる場合があり、グループ化の際、図形を認識できず

エラーになります。（下図） 

  

クリック 
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 アドインの削除                                    

 

 ■ アドインの削除 

① インストールの時とおなじように、メニューから「ファイル」をクリック 

② 表示されるバックステージビューから、「オプション」をクリック 

③ 「PowerPoint のオプション」ダイアログボックスから、アドインを選択し、続いて管理のプ  

ルダウンメニューから「PowerPoint アドイン」をクリック 

④ 「設定」ボタンをクリック 

⑤ 「アドイン」ダイアログボックスの中の目的のアドインを選択し、「一覧から削除」ボタンを 

クリック 
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これで、PowerPoint からアドインが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アドインのダイアログボックスに表示されなくなっても、アドインソフトそのものが削除されたわ

けではありません。いつでも「新規追加」でもう一度アドインソフトを呼び出すことができます。 

   

表示されない 
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おわりに                     
  この化学式作成ツールアドインソフト ChemForm が、一人でも多くの方に使用していただき何らか

の形で貢献できたら、作者として望外の喜びです。なお、いろいろと不備な点や改善点も多いかと思

われます。使用してみてお気づきの点がございましたら、作者までご一報いただけると幸いです。 

（2015 年 9 月吉日） 

 

作者 岩田 雅弘（いわた まさひろ） 

連絡先  msjti157@yahoo.co.jp 

ホームページ http://www.geocities.jp/msjti157/IWT/PPindex.html 

（2015 年 9 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


